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4)  米村雄士，岡崎 仁，池田敏之，牧野茂義，大阪顯通，古川良尚，安村 敏，田中朝志，藤井康彦，北澤淳一，松
岡佐保子．シンポジウム 貯血式自己血輸血による副作用の現状－10 施設からの報告－．第 31 回自己血輸血学会学
術総会；2018 Mar 9-10；大阪． 
5)  島 京子，安村 敏，山本由加里，内山恵美．若年者 100 名の自己血輸血状況．第 31 回自己血輸血学会学術総会；
2018 Mar 9-10；大阪． 
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和田暁法，北島 勲．赤血球抗原情報検索システムを導入して．第 57 回日本臨床検査医学会東海北陸支部総会．第
336 回日本臨床化学会東海北陸支部例会連合大会；2018 Mar 11；金沢． 
7)  吉田隼太，安村 敏，富山隆介，中出祥代，佐竹伊津子，大槻晋也，道野淳子，島 京子，在田幸太郎，村上 純，
和田暁法，北島 勲．当院における異型輸血の状況について．第 67 回日本医学検査学会；2018 May 12-13；静岡． 
8)  道野淳子．輸血細胞治療フォーラム 輸血検査室における ISO15189 認定取得の意義．第 67 回日本医学検査学会；2018 
May 12-13；静岡． 
9)  土岐善紀，嶋田喜文，瀬川正孝，寺崎 靖，本間崇浩，山本 優，安村 敏．シンポジウム 呼吸器外科手術におけ
る自己フィブリン糊の使用成績．第 66 回日本輸血・細胞治療学会総会；2018 May 24-26；宇都宮． 
10)  安村 敏．シンポジウム 自己血輸血の実施指針の改定について．第 66 回日本輸血・細胞治療学会総会第；2018 May 
24-26；宇都宮． 
11)  道野淳子．サテライトセミナー 血液型検査の異常反応とその対応について（症例を中心に）．第 66 回日本輸血・細
胞治療学会総会；2018 May 24-26；宇都宮． 
12)  富山隆介，安村 敏，大槻晋也，吉田隼太，佐竹伊津子，中出祥代 ，道野淳子，島 京子，在田幸太郎，和田暁法，
村上 純，北島 勲．外来患者において輸血手帳の運用による安全な輸血への取り組み．第 66 回日本輸血・細胞治
療学会総会；2018 May 24-26；宇都宮． 
13)  大槻晋也，安村 敏，吉田隼太，富山隆介，佐竹伊津子，中出祥代 ，道野淳子，島 京子，在田幸太郎，和田暁法，
村上 純，北島 勲．RhD 陰性患者への不適合輸血の対応について．第 66 回日本輸血・細胞治療学会総会；2018 May 
24-26；宇都宮． 
14)  仁井見英樹，山本善裕, 北島勲．敗血症起炎菌の新たな ATP 測定技術を基盤とした、迅速な薬剤感受性試験法の開
発．第 92 回日本感染症学会学術講演会；2018 Jun 2；岡山． 
15)  仁井見英樹，東祥嗣，山本善裕，北島勲．菌数を敗血症の新規バイオマーカーとする起炎菌迅速同定・定量検査法．
第 92 回日本感染症学会学術講演会；2018 Jun 2；岡山． 
16)  齋藤晶子，杉江奈々，富山隆介，上野智浩，原田健右，仁井見英樹，北島勲．QProbe 法によるプロテイン S 徳島ス
クリーニング検査法開発とその臨床応用．第 40 回日本血栓止血学会学術集会；2018 Jun 28-30；札幌． 
17)  杉江奈々，斉藤晶子，上野智浩，仁井見英樹，北島勲．先天性血液凝固異常症に対する迅速・簡便・安価な遺伝子
変異スクリーニング法の検討．第 40 回 日本血栓止血学会学術集会；2018 Jun 30；札幌． 
18)  仁井見英樹，杉江和茂，松井篤，上野智浩，内保裕一，石丸真子，野田英，北島勲．敗血症起炎菌の新たな ATP 測
定技術を基盤とした迅速な薬剤感受性試験法の開発．第 30 回臨床微生物迅速診断研究会；2018 Jun 30；天理． 
19)  石丸真子，内保裕一，野田英之，杉江和，松井篤，上野智浩，仁井見英樹，北島勲．敗血症起炎菌の ATP 測定によ
る迅速薬剤感受性試験法の感度検討．第 30 回臨床微生物迅速診断研究；2018 Jun 30；天理． 
20)  安村 敏．シンポジウム エビデンスに基づいたアルブミン製剤の適正使用について．日本外科代謝栄養学会第 55
回学術集会；2018 Jul 5-6；大阪． 
21)  仁井見英樹，東祥嗣，酒巻一平，若杉雅浩，山本善裕，北島勲．菌数を敗血症の新規バイオマーカーとする 起炎菌
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迅速同定・定量検査法の開発．第 25 回日本遺伝子診療学会大会；2018 Jul 13；伊勢． 
22)  関根道和，三原弘，石木学，廣川慎一郎，北島勲．学士編入学制度における IR（Institutional Research）を活用した
意志決定支援．第 50 回日本医学教育学会大会；2018 Aug 3；東京． 
23)  三原弘，石木学，廣川慎一郎，関根道和，北島勲．医学生同士で一連の診療を練習する学習コンテンツ作成の試み．
第 50 回日本医学教育学会大会；2018 Aug 3；東京． 
24)  三原弘，石木学，廣川慎一郎，関根道和，北島勲．Moodle3 と携帯端末を用いた少人数教職員による TBL の実践．
第 50 回日本医学教育学会大会；2018 Aug 3；東京． 
25)  石木学，三原弘，廣川慎一郎，関根道和，北島勲．ARCS モデルに基づいた授業アンケートの分類と満足度との比
較検討を用いた授業改善方策の検討．第 50 回日本医学教育学会大会；2018 Aug 3；東京． 
26)  関根道和，三原弘，石木学，廣川慎一郎，北島勲．学士編入学制度に関する IR（Institutional Research）を活用した
意志決定支援．第 50 回日本医学教育学会大会；2018 Aug 3；東京． 
27)  齋藤晶子，杉江奈々，上野智浩，原田健右，仁井見英樹，北島勲．QProb 法によるプロテイン S 徳島簡易スクリー
ニング検査法の構築と臨床検討．第 58 回日本臨床化学会年次学術集会；2018 Aug 24；名古屋． 
28)  杉江奈々，斉藤晶子，上野智浩，仁井見英樹，北島勲．先天性血液凝固異常症に対する CHIPS 法導入による検査効
率化．第 58 回日本臨床化学会年次学術集会；2018 Aug 25；名古屋． 
29)  北島勲．トロンビン制御機構における臨床検査の重要性．第 58 回日本臨床化学会年次学術集会サテライトシンポジ
ウム；2018 Aug 25；名古屋． 
30)  原田健右，岩泉守哉，髙道小百合，服部光．RCPC 体重減少、右下肢痛を呈した 80 代女性症例．第 58 回日本臨床
化学会学術集会；2018 Aug 26；名古屋． 
31)  齋藤晶子，杉江奈々，上野智浩，原田健右，仁井見英樹，北島勲．QProbe 法によるプロテイン S 徳島簡易スクリー
ニング検査法の構築と臨床検討．第 58 回日本臨床化学会年次学術集会；2018 Aug 24- 26；名古屋． 
32)  仁井見英樹．感染症における新たな迅速検査技術の開発．日本赤十字社 第 31 回学術講演会（中央血液研究所主催）；
2018 Aug 28；東京． 
33)  塩﨑真弓，成瀬里恵，内山賢子，角田美鈴，横田綾，上野智浩，原田健右，秋岡直樹，北島勲．内頸動脈巨大仮性
動脈瘤に対する治療効果判定に頸動脈エコーが有効だった一例．第 43 回北陸臨床病理集談会 第 26 回北陸病理集談
会セミナー；2018 Sep 1；富山． 
34)  大槻晋也，安村敏，道野淳子，中出祥子，佐竹伊津子，冨山隆介，吉田隼太，山本由加里，上野智浩，北島勲．輸
血後血液製剤のバッグ回収を用いた適正使用向上の取り組み．第 26 回北陸臨床病理集談会セミナー；2018 Sep 1；
富山． 
35)  吉田聡，原田健右，北島勲，齋藤勝彦．R-CPC 心不全悪化で紹介された 65 歳男性．第 26 回北陸臨床病理集談会セ
ミナー；2018 Sep 1；富山． 
36)  杉江和茂，松井篤，上野智浩，仁井見英樹，北島勲．敗血症起炎菌の新たな ATP 測定技術を基盤とした迅速な薬剤
感受性試験法の開発．第 26 回北陸臨床病理集談会セミナー；2018 Sep 1；富山． 
37)  大槻晋也，上野智浩，仁井見英樹，北島勲．不完全一致配列の線上長鎖プローブを用いた改良 Tm mapping 法．第
26 回北陸臨床病理集談会セミナー；2018 Sep 1；富山． 
38)  仁井見英樹，東祥嗣，宮腰晃央，上野智浩，齋藤滋，山本善裕，北島勲．菌数を敗血症の新たなバイオマーカーと
する起炎菌迅速同定・定量検査法．第 26 回北陸臨床病理集談会セミナー；2018 Sep 1；富山． 
39)  森田未香，杉江和茂，関口敬文，坂本純子，上野智浩，北島勲，川筋仁史，酒巻一平，山本善裕．気管内吸引物の
Gram 染色所見から抗酸菌を疑い、新生児先天性結核と診断された 1 症例．第 43 回北陸臨床病理集談会；2018 Sep 1；
富山． 
40)  杉江奈々，齋藤晶子，富山隆介，上野智浩，原田健右，仁井見英樹，北島勲．プロテイン S 徳島変異検出における
プロテイン S 比活性判定基準の検証．日本臨床検査自動化学会第 50 回大会；2018 Oct 13；神戸． 
41)  大槻晋也，安村敏，吉田隼太，富山隆介，佐竹伊津子，中出祥代，道野淳子，山本由加里，在田幸太郎，和田暁法，
村上純，北島勲．輸血後血液製剤のバック回収を用いた適正使用向上の取り組み．第 30 回北陸病理集談会；2018 Oct 
20；金沢． 
42)  大槻晋也，上野智浩，仁井見英樹，北島勲．不完全一致配列の線上長鎖ロングプローブを用いた新たな TM mapping
法の開発．第 30 回北陸病理集談会；2018 Oct 20；金沢． 
43)  安村敏．シンポジウム エビデンスに基づいたアルブミン製剤の使用について．日本臨床麻酔学会第 38 回大会；2018 
Nov 1-2；北九州． 
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44)  山本由加里．シンポジウム「輸血の副作用、発信は看護師から！」．第 36 回日本輸血・細胞治療学会北陸支部例会；
2018 Nov 10；富山． 
45)  吉田隼太，安村敏，富山隆介，中出祥代，佐竹伊津子，大槻晋也，道野淳子，山本由加里，在田幸太郎，村上純，
和田暁法，北島勲．時間外における産科危機的出血の 1 例．第 36 回日本輸血・細胞治療学会北陸支部例会；2018 Nov 
10；富山． 
46)  道野淳子，安村敏，富山隆介，中出祥代，佐竹伊津子，大槻晋也，吉田隼太，山本由加里，在田幸太郎，村上純，
和田暁法，北島勲．reference laboratory としての腎移植・輸血検査の現状．第 36 回日本輸血・細胞治療学会北陸支
部例会；2018 Nov 10；富山． 
47)  齋藤晶子，原田健右，上野智浩，仁井見英樹，北島勲．QProb 法によるプロテイン S 徳島簡易スクリーニング法の
構築と臨床的有用性の検討．第 65 回日本臨床検査医学会学術集会；2018 Nov 16；東京． 
48)  上野智浩，仁井見英樹，東祥嗣，山本善裕，北島勲．菌数を敗血症の新規バイオマーカーとする起炎菌迅速同定・
定量検査法の開発．第 65 回日本臨床検査医学会学術集会；2018 Nov 16；東京． 
49)  杉江和茂，仁井見英樹，上野智浩，北島勲．新たな ATP 測定技術を基盤とした、迅速な薬剤感受性試験法の開発．
第 65 回日本臨床検査医学会学術集会；2018 Nov 16；東京． 
50)  原田健右，杉江奈々，齋藤晶子，仁井見英樹，上野智浩，北島勲．卒前臨床実習におけるプロテイン S 変異スクリ
ーニング検査を利用した遺伝医学教育の試み．第 65 回日本臨床検査医学会学術集会；2018 Nov 16；東京． 
51)  富山隆介，安村 敏，大槻晋也，吉田隼太，佐竹伊津子，中出祥代 ，道野淳子，島 京子，在田幸太郎，和田暁法，
村上 純，北島 勲．当院における輸血チーム医療による安全で適正な輸血療法への取り組み．第 65 回日本臨床検
査医学会学術集会；2018 Nov 16；東京． 
52)  大槻晋也，上野智浩，仁井見英樹，北島 勲．不完全一致配列の線上長鎖プローブを用いた改良 TM mapping 法．
第 65 回日本臨床検査医学会学術集会；2018 Nov 16；東京． 
53)  杉江和茂，仁井見英樹，上野智浩，北島勲．敗血症起炎菌の新たな ATP 測定技術を基盤とした,迅速な薬剤感受性試
験法の開発．第 65 回日本臨床検査医学会学術集会；2018 Nov 16；東京． 
54)  原田健右，齋藤晶子，高杉宗孝，苗鉄軍，上野智浩，北島勲．RH-PAT の短所の克服を目指した全自動血管内皮機能
検査機器の開発．第 65 回日本臨床検査医学会学術集会；2018 Nov 17；東京． 
55)  原田健右，杉江奈々，齋藤晶子，仁井見英樹，北島勲．卒前臨床実習におけるプロテイン S 変異スクリーニング検
査を利用した遺伝医学教育の試み．第 65 回日本臨床検査医学会学術集会；2018 Nov 17；東京． 
56)  仁井見英樹，東祥嗣，山本善裕，北島勲．菌数を敗血症の新規バイオマーカーとする起炎菌迅速検査法．第 88 回日
本感染症学会西日本地方会学術集会；2018 Nov 17；鹿児島． 
57)  仁井見英樹，山本善裕，北島勲．敗血症起炎菌の新たな ATP 測定技術による迅速な薬剤感受性試験法の開発．第 88
回日本感染症学会西日本地方会学術集会；2018 Nov 17；鹿児島． 
58)  仁井見英樹，北島勲，安井治．菌数をバイオマーカーとする、新規起炎菌迅速同定・定量システム．AMED 産学連
携医療イノベーション創出プログラム（ACT-M/MS）．第 1 回成果発表会（BioJapan2018）；2018 Oct 12；横浜． 
59)  杉江奈々，在田幸太郎，上野智浩，仁井見英樹，北島勲．術後止血困難を来した先天性第 X 因子欠乏症ヘテロ接合
型の 1 例．第 65 回日本臨床検査医学会学術集会；2018 Nov 17；東京． 
 
◆ 特 許 
1) 東祥嗣，仁井見英樹，北島勲，inventors；富山大学，assignee．不完全なマッチプローブを用いたカンジダ菌の迅速
同定法．国内特願 2018-061350．国際特許出願 PCT-TU32-118．2018 Mar 28． 
2) 仁井見英樹，大槻賢也，北島勲，inventors；富山大学，assignee．改良Tmマッピング法．国際特許出願PTC/JP2018/23382．
2018 Jun 20． 
3) 仁井見英樹，杉江和茂，北島勲，inventors；富山大学，assignee．血液検体の前処理方法．国際特許出願 PTC/JP2018/23388．
2018 Jun 20． 
4) 仁井見英樹，北島勲，宮腰晃央，東祥嗣，inventors；富山大学・三井化学（株），assignee．検体中の細菌数の定量方
法．国際特許出願 PCT/JP2018/023597．2018 Mar 28． 
  
◆ その他 
1) 島 京子．シンポジウム 臨床輸血看護師として果たすべきこと．平成 29 年度赤十字血液シンポジウム；2018 Jan 
14；名古屋． 
附属病院
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2) 北島勲．臨床検査精度管理法改正と国際化への対応．富山県臨床検査精度管理調査結果報告書．2018 Jan 30． 
3) 吉田隼太，安村 敏，富山隆介，中出祥代，佐竹伊津子，大槻晋也，道野淳子，島 京子，在田幸太郎，村上 純，
和田暁法，北島 勲．緊急輸血が必要な患者で輸血に苦慮した 2 症例．平成 29 年度富山・石川合同輸血検査研究会；
2018 Fab 11；富山． 
4) 大槻晋也，安村 敏，吉田隼太，富山隆介，中出祥代，佐竹伊津子，道野淳子，島 京子，在田幸太郎，村上 純，
和田暁法，北島 勲．異型輸血後の不適合輸血の対応について．平成 29 年度富山・石川合同輸血検査研究会；2018 
Fab 11；富山. 
5) 仁井見英樹．感染症における新たな迅速検査技術の開発．平成 29 年度ファーマ・メデイカルエンジニア（PME）養
成プログラムと生命融合科学教育部の共催シンポジウム；2018 Feb 13；富山． 
6) 安村 敏．輸血のリスクと緊急輸血．富山県合同輸血療法委員会認定看護師スキルアップ研修会；2018 Feb 17；富
山． 
7) 杉江奈々，斉藤晶子，上野智浩，仁井見英樹，北島勲．先天性プロテイン S 欠乏症に対する迅速・簡便な遺伝子変
異スクリーニング法（CHIPS 法）の検討．第 18 回 TTM フォーラム学術集会；2018 Mar 3；東京． 
8) 安村敏．輸血療法の考え方と内科の輸血．第 20 回学会認定・自己血輸血看護師制度 合同研修会；2018 Mar 8；大阪． 
9) 北島勲．地域医療総合支援学講座の役割と期待．平成 29 年度地域医療総合支援学講座活動報告書．2018 May． 
10) 北島勲．Reverse Clinicopathological Conference（R-CPC）入門．第 26 回北陸臨床病理集談会；2018 Sep 1；富山． 
11) 北島勲．本物を見極める眼．モダンメデイア 750 号記念随筆集．2018：80． 
12) 北島勲．富山大学と医学部の新しい教育方針（3 ポリシー）の改訂版．富山大学医学部後援会会報．2018；53：2． 
13) 北島勲．教養教育元年．富山大学医学部後援会会報．2018；54：2． 
14) 北島勲．本学医学教育改善のため医学教育分野別評価を受審して思うこと．同窓会員の皆様へのお願い．富山大学
医学部同窓会報．2018；27：9-10． 
15) 北島勲．巻頭言．平成 29 度早期介護体験実習報告書．2018：1． 
16) 仁井見英樹．遺伝子診療部について．富山大学医学部同窓会報 27．2018：16． 
17) 坂本純子．AST の取り組み～検査技師の立場から～報告．国公立大学附属病院感染対策協議会ブロック別研修会（東
海・北陸地区）；2018 Jul 5；津． 
18) 安村敏．アルブミン製剤の有用性と適正使用．中東遠地区 血液製剤使用指針セミナー；2018 Jul 20；掛川． 
19) 安村敏．エビデンスに基づいたアルブミン製剤の適正使用について．アルブミン WEB 講演会；2018 Jul 25；東京． 
20) 北島勲．血管系疾患未病を検出できる全自動血管内皮機能検査デバイスの開発．第 39 回和漢医薬総合研究所特別セ
ミナー；2018 Oct 2；富山． 
21) 安村敏．輸血療法の考え方と内科の輸血．第 21 回学会認定・自己血輸血看護師制度 合同研修会；2018 Oct 26；東
京． 
22) 安村敏．アルブミン製剤の使用エビデンスについて．平成 30 年度富山県麻酔科医会研究会；2018 Nov 16；富山． 
23) 森田未香．微生物部門企画『どうしてる？抗菌薬適正使用支援チーム（Antimicrobial Stewardship Team：AST）』．第
57 回中部圏支部医学検査学会；2018 Nov 25；津． 
24) 新保智子．臨床血液・輸血細胞治療部門企画『業務のパラダイムシフト』．第 57 回中部圏支部医学検査学会；2018 Nov 
25；津． 
25) 上野智浩．新たな起炎菌迅速同定検査システムの開発と今後の動向について．愛知県臨床検査技師会 遺伝子染色体
検査研究班 講演会；2018 Dec 8；名古屋． 
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